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・多くの人の前で発表するのでもっと緊張するかと思ったが、しっかり発表することができ、と
ても良い経験になりました。

・諏訪湖サミットでは他校の人たちと話をすることができ、今後の地域連携に向けて良い刺激に
なりました。

・自分たちの取組だけでなく、他の人たちの取組を知ることができてとても勉強になりました。

ＳＰＨ研究成果報告会 12月18日 午前 諏訪市文化センターホール

３年目となる今年は、最終年度でまとめの年となります。２年目よりさら
なる飛躍を目指し、地域の魅力をビジネスにつなげ、世界にも発信します。
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ＳＰＨ通信

ＳＰＨ研究成果報告会・諏訪湖サミット

12月18日（火）にＳＰＨ研究成果報告会・諏訪湖サミットを実施しました。文部科学省よりＳ
ＰＨ研究校に指定されてから3年目の集大成として生徒の取組を発表しました。午前中はＳＰＨ
研究成果報告会として、生徒が取り組んできた内容について発表を行いました。午後は、他校
の生徒を交えて地域連携を通じた活動について話し合いを行いました。

生徒の感想

そしてFacebookも随時更新しています。「長野県諏訪実業高校文化
ビジネス教育」で情報発信中です。

代表生徒が、①1年生講演会から ②文化ビジネス研究全体説明 ③ノルウェーと諏訪の共同イ
ベント ④ＩＣＴを利用したプロモーション ⑤恋するお守りの開発 ⑥服飾科シルクの花飾り
⑦諏訪の香り かりん匂い袋 について発表してくれました。どの生徒も堂々とした発表で、相
手に伝える力を含めて、生徒の成長を感じることができました。服飾の取組では、発表の際に実
際にミニファッションショーもあり、パソコンの説明だけではない新鮮さも感じました。かりん
の匂い袋では、かりんを食用ではなく、匂いを使った商品として開発しました。

飯田ＯＩＤＥ長姫高校、白馬高校、松代高校、松本大学にも参加いただき、地域連携の活動を通
して自分が成長したことについては話し合いました。グループに分かれ、職員もグループに入っ
て話し合い、ＫＪ法によって意見を出し合いました。生徒は自ら話し合いを進めており、生徒の
主体性やコミュニケーション力の成長を感じました。

諏訪湖サミット 12月18日 午後 諏訪市文化センター会議室


